
 

                      

 

1 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

■綾瀬市の就労準備支援事業に手を上げます 

 

 

 

 
＜綾瀬市の概要＞ 

 綾瀬市は、神奈川県の中部に位置する大和、座間、

海老名、厚木と同じ県央エリアにあります。 

人口は約 8.3万人、最寄り駅は、小田急線長後駅、

相鉄線相模大塚、さがみ野で、かしわ台駅からコミュ

ニティバスが運行されています。座間、海老名、大和と

隣接しているので３市とは近い関係にあります。生活

困窮者自立支援事業では、福祉総務課で相談窓口

を設け住宅確保給付金以外に任意事業として就労

準備支援事業、家計改善、学習支援を実施していま

す。 

 

＜経過＞ 

綾瀬市とは、2018年に就労準備支援事業に関す

る問い合わせがあり、岡田と生活クラブの片山さんの

２人で説明に行った縁があります。その後、市役所内

に就労支援に関する相談窓口を設けその委託先はキ

ャリアコンサルタントを抱えている派遣会社に任せた

いとのことで、この話はそのままになりました。 ところ

が、今年になって就労準備支援事業の仕組みを見直

そうと座間市の地域福祉課に相談、「はたらっく・ざ

ま」 に見学に来られました。綾瀬市としては、近年 キ

ャリアコンサルタントが対応できる利用者が減少、ひき

こもり経験から就労をめざすことが容易ではない方た

ちが増えている状況から、これからは利用者それぞれ

のニーズに対応した極め細かな支援をしていきたい

とのことでした。 

 そこで、臨時に共同企業体代表者会議を開催し、綾

瀬市における就労準備支援事業に手を挙げるか否

かを協議した結果、さがみ生活クラブより綾瀬市のま

ちづくりを進めるとの意向を受けて共同企業体で推

進することを決定しました。 

 ＜綾瀬市の組合員に働きかける＞ 

この事業受託の目的は、 座間、足柄下郡、平塚と同

様に綾瀬に困窮者支援を通して市民のたすけあいを 

広げることにあります。利用者の生活から就労まで

の支援を通して安心して暮らせる地域づくりをめざ

します。同時に困窮者支援の事業をきっかけに、綾

瀬コモンズに働きかけることで多くの組合員に新た

な活動を通して様々な参加の入口をつくり、コモン

ズの活性化を図るものです。 

  

スタートとして、８月２日に、綾瀬市保健福祉プラ

ザで学習会を企画、関心ある組合員の参加を呼び

かけました。参加者は 9人、綾瀬市の職員 2人も

参加し、「はたらっく・ざま」の事例を通して意見交

換をしました。 参加者からは、綾瀬市でもぜひこの

事業を実施してほしい、関心があるので今後も参

加したい、他の活動をしているが時間を取って関わ

っていきたい・・・などの感想がありました。 

  

第２回の集まりは９月１２日に予定、１回目の参

加者に新たに関心ある人も加わります。 

 

今後は担い手を増やしていくために、説明会を開

催し関心ある人の輪を広げながら、受託にむけた

準備をしていく予定です。綾瀬市民にとってこの事

業が生まれることでたすけあいのネットワークが構

築されることをめざします。 

                            おかだゆりこ 
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